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ポルトガル共和国 アベイロ市 
首都リスボンより北へ約 250㎞ 
人口é75,000人 
面積é199㎢ 
気候é地中海性気候 

     年間平均気温最高é18℃ 
     年間平均気温最低é10℃ 
産業é第３次産業（卸売業、建設業、観光産業） 
   第２次産業（石油化学工業、製鉄業） 

 
大分市は、16世紀半ばの大友宗麟の時代から、ポルトガル
との交流が盛んに行われ、西洋文化が開花しました。昭和 53
年（1978年）10月 10日に、アベイロ市と姉妹都市の提携を
結び、今年で 30周年を迎えます。 



 

旧アベイロ駅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
駅舎の壁は見事なアズレージョ（タイル）で彩られて

いる。夜は、オレンジ色にライトアップされてとても美

しい。建物は、20世紀前半に造られたもの。 

Ecomuseu（エコ・ミュゼウ） 

製塩は、アベイロの伝統的な産業。広大な塩田は、エ

コミュージアムとして紹介されている。多い時には、高

い塩の山がいたる所に見られる。太陽に照らされ眩しく

輝く白い塩山と、澄み切った空の青さは、アベイロなら

ではのコントラストを描く。 

FORUM AVEIRO（フォーラム・アベイロ） 
アベイロ市で唯一最大のショッピン

グセンター。 
街の中心部を通る中央運河に面して

建てられている。シネマコンプレック

スとして、多くのお客さんが利用する。

数多くの店が連なり、フードコートも

大規模。また、坂道に沿って建設され

ているため、センターの中にある巨大

な石の階段が興味深い。 
店員は英語を話せない人も多いが、そんな時は片言のポル

トガル語や身振りや手振りでなんとか伝わる。お店によって

は、利用できないクレジットカードがあるので、買い物をす

る前に、店頭に貼られているクレジットカードのステッカー

を確認しておくと安心。 




